
（１） ２０１７年 ６月１日 あ し ば 第５３３号

発 行 所

福 岡 県 建 設 労 働 組 合
大 牟 田 支 部

〒836-0044
大牟田市古町３－２

TEL(53)1533 FAX(54)6830
発行・編集者 矢野 誠

▼
「
ゆ
と
り
で
し
ょ
う
？

そ
う
い
う
あ
な
た
は
バ
ブ

ル
で
し
ょ
？
」
今
年
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
第
１
位

に
輝
い
た
も
の
で
す
。
い

つ
も
時
代
の
世
相
を
表
す

も
の
な
の
で
つ
い
納
得
し

て
し
ま
い
ま
す
。
「
誰
の

指
示
？
数
分
前
の
貴
方
で

す
」
（
雅
号
・
こ
は
く
）
。

「
新
人
は
、
ペ
ン
を
と
ら

ず
に
写
メ
を
撮
る
」
（
実

在
主
婦
）
。
「
効
率
化
、

提
案
す
る
た
め
日
々
残
業
」

（
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
）
。

「
久
し
ぶ
り
、
聞
く
に
聞

け
な
い
君
の
名
は
」
（
健

忘
賞
）
。
「
賞
与
な
の
？

中
身
は
い
つ
も
寸
志
で
す
」

（
企
画
女
子
）
。
「
青
色

で
、
申
告
し
て
も
赤
字
な

り
」
（
権
蔵
）
。
「
会
議

す
る
、
準
備
の
た
め
に
ま

た
会
議
（
詠
人
知
ら
ず
）
。

「
主
婦
業
も
、
36
協
定
結

び
た
い
」
（
臨
時
専
業
主

婦
）
。
「
残
業
は
、
す
る

な
こ
れ
だ
け
や
っ
て
お
け
」

（
残
業
ス
パ
イ
）
。
「
二

刀
流
、
仕
事
も
家
事
も
俺

一
人
」
（
嫁
さ
ん
欲
し
い
）
。

▼
ち
な
み
に
小
生
の
お
気

に
入
り
作
は
、
「
使
途
不

明
、
共
働
き
の
妻
の
金
」

（
金
次
郎
）
。
「
パ
パ
お

風
呂
、
入
れ
じ
ゃ
な
く
て

掃
除
し
ろ
」
（
家
内
関
白
）
。

「
記
憶
力
、
な
い
か
ら
楽

し
い
再
放
送
」
（
の
里
）
。

「
備
忘
帳
、
書
い
た
ノ
ー

ト
の
場
所
忘
れ
」
（
メ
モ

魔
）
。
「
書
き
た
い
な
、

扶
養
控
除
に
猫
と
犬
」

（
よ
み
人
知
ら
ず
）
。

▼
「
共
謀
罪
」
が
通
っ
た

ら
、
こ
の
面
白
い
川
柳
も

表
現
出
来
な
く
な
る
の
で

必
ず
廃
案
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
！

５
月
１
日
、
第
88
回
大

牟
田
地
区
統
一
メ
ー
デ
ー

が
築
町
公
園
で
開
催
さ
れ
、

全
体
で
３
０
０
人
が
参
加
。

福
建
労
か
ら
「
若
者
に

魅
力
あ
る
建
設
産
業
に
」

「
公
契
約
条
例
の
制
定
を
」

「
技
術
技
能
に
見
合
っ
た

賃
金
を
」
「
賃
金
の
引
上

げ
を
」
な
ど
の
要
求
を
掲

げ
て
、
59
人
の
仲
間
と
家

族
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
の
全
面
救
済
を
求

め
て
闘
っ
て
い
る
遺
族
原

告
３
人
も
参
加
し
、
集
会

の
中
で
ひ
き
続
き
の

支
援
と
「
建
設
ア
ス

ベ
ス
訴
訟
の
公
正
判

決
を
求
め
る
」
署
名

へ
の
協
力
を
う
っ
た

え
ま
し
た
。

他
団
体
か
ら
は
共

謀
罪
の
恐
ろ
し
さ
や

玄
海
原
発
再
稼
働
の

反
対
な
ど
に
つ
い
て

訴
え
が
あ
り
、
参
加

者
全
員
で
、
「
働
く
も
の

の
団
結
で
生
活
と
権
利
を

守
り
、
平
和
と
民
主
主
義
、

中
立
の
日
本
を
め
ざ
そ
う
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
「
佐
賀

空
港
の
軍
事
基
地
化
に
反

対
す
る
決
議
」
を
採
択
し
、

ゆ
め
タ
ウ
ン
ま
で
国
道
沿

い
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

５
月
14
日
（
日
）
、
福

建
労
も
参
加
す
る
大
牟
田

地
区
労
連
の
主
催
で
、
三

池
炭
鉱
閉
山

20
周
年
記
念

企
画
「
民
主

主
義
・
地
方

の
復
興
の
土

台
で
あ
る
社

会
保
障
」
を

テ
ー
マ
に
都

留
民
子
県
立

広
島
大
学
教

授
の
講
演
会

を
労
働
福
祉

会
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

１
９
６
０

年
総
資
本
と

総
労
働
と
し

て
闘
わ
れ
た
三
池
闘
争
、

同
時
に
60
年
安
保
闘
争
が

『
三
池
と
安
保
』
と
し
て

全
国
で
の
闘
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
三
池
炭
鉱
が
１

９
９
７
年
に
閉
山
し
て
20

年
、
最
高
時
20
万
人
の
人

口
が
11
万
人
に
減
少
し
て

い
る
大
牟
田
市
、

そ
の
中
で
民
主
主

義
と
地
方
の
復
興

を
行
っ
て
い
く
土

台
は
社
会
保
障
を

拡
充
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

安
倍
内
閣
の
戦
争

政
策
と
新
自
由
主

義
政
策
と
闘
う
た

め
に
と
フ
ラ
ン
ス

の
歴
史
事
例
か
ら

鋭
く
解
明
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

（
矢
野
通
信
員
）

【
丸
山
清
子

２
陣
予
定
】

５
月
19
日
（
金
）
に
東

京
で
開
催
さ
れ
た
「
建
設

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
提
訴
９

年
全
国
決
起
集
会
」
に
ア

ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の
追
悼

に
主
人
の
遺
影
を
持
っ
て

参
加
し
ま
し
た
。
日
比
谷

野
外
音
楽
堂
で
集
会
が
あ

り
約
３
０
０
０
人
が
参
加
。

す
ご
い
人
の
数
で
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
JR
新

宿
へ
移
動
を
し
て
宣
伝
行

動
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

新
宿
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

人
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、

あ
ふ
れ
て
い
て
２
度
め
の

ビ
ッ
ク
リ
で
し
た
。

全
国
各
地
に
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
原
告
は
７
６
３
名

で
、
す
で
に
１
６
０
名
が

亡
く
な
ら
れ
て
い
る
事
を

聞
き
ま
し
た
。
集
会
に
は

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
遺

影
を
抱
い
て
多
く
の
遺
族

が
檀
上
に
上
が
り
ま
し
た
。

東
京
の
女
性
歌
手
も
参
加

し
て
、
み
ん
な
で
一
緒
に

歌
っ
て
追
悼
し
ま
し
た
。

心
に
し
み
る
曲
を
口
ず
さ

み
涙
が
出
て
感
動
で
す
。

今
回
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

裁
判
が
最
初
に
提
訴
し
て

か
ら
９
年
が
経
過
し
て
い

る
な
か
、
ま
だ
ま
だ
参
加

し
て
浅
い
私
で
す
が
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
勝
利
す
る

ま
で
闘
っ
て
い
こ
う
と
改

め
て
決
意
し
ま
し
た
。

築町公園にがんばろうの声

ゆめタウンまでデモ行進

都留民子 教授

日比谷に3000人。右上は丸山さん
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住
宅
デ
ー
を
５
月
21
日

（
日
）
に
大
牟
田
市
内
８

か
所
で
開
催
。
日
頃
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
地
域
へ

の
奉
仕
と
、
地
元
に
信
頼

で
き
る
工
務
店
や
職
人
さ

ん
が
い
る
と
い
う
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
仕
事
確
保

に
つ
な
げ
る
た
め
、
住
宅

相
談
や
包
丁
研
ぎ
、
ま
な

板
削
り
な
ど
を
無
料
で
行

い
ま
し
た
。

数
多
く
の
方
が
会
場
に

見
え
ら
れ
、
自
宅
へ
の
手

す
り
取
付
や
雨
漏
り
対
策

等
、
様
々
な
住
宅
に
関
す

る
相
談
が
あ
り
、
「
今
ま

で
こ
ん
な
身
近
に
職
人
さ

ん
た
ち
が
い
る
な
ん
て
知

ら
な
か
っ
た
」
と
喜
ば
れ

ま
し
た
。

全
体
で
は
組
合
員
と
家

族
89
人
参
加
、
来
場
者
93

人
で
、
包
丁
１
６
７
本
、

ま
な
板
削
り
42
枚
、
住
宅

相
談
15
件
で
し
た
。

地
域
へ
の
つ
な
が
り
を

大
事
に
し
、
仕
事
確
保
へ

つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
西
原
通
信
員
）

５
月
14
日
、
消
費
税
廃

止
各
界
連
に
よ
る
「
消
費

税
10
％
増
税
、
必
要
で
し
ょ

う
か
」
み
ん
な
で
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
学
習
会
が

天
神
ビ
ル
で
開
催
。

基
調
講
演
で
、
元
静
岡

大
学
教
授
の
湖
東
京
至

（
税
理
士
）
先
生
か
ら
話

が
あ
り
、
法
案
で
は
消
費

税
を
２
０
１
９
年
（
平
成

31
年
）
10
月
に
10
％
に
上

げ
る
と
な
っ
て
い
る
。
増

税
を
阻
止
す
る
為
に
増
税

反
対
運
動
を
持
続
し
て
い

か
な
け
れ
ば
、
歯
止
め
が

き
か
な
く
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
並
み
の
20
％
ま
で
上
が

る
危
険
な
結
果
を
招
く
恐

れ
が
あ
る
と
説
明
。
消
費

税
に
代
わ
る
財
源
の
見
直

し
が
必
要
。
輸
出
還
付
金

の
廃
止
、
軽
減
税
率
の
撤

廃
な
ど
、
不
公
平
税
制
を

な
く
し
税
金
は
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
取
り
、
な
い
と
こ

ろ
か
ら
取
ら
な
い
、
応
能

負
担
の
原
則
を
徹
底
す
る
。

法
人
税
に
も
累
進
税
率
を

導
入
す
る
。
ま
た
、
高
額

資
産
家
に
富
裕
税
を
。
不

安
不
急
の
財
政
を
や
め
、

軍
事
費
も
削
減
す
る
。
そ

し
て
国
税
通
則
法
に
納
税

者
権
利
保
護
規
則
を
入
れ

る
運
動
を
進
め
て
い
く
な

ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

消
費
税
反
対
キ
ャ
ラ
バ

ン
を
大
牟
田
駅
前
と
ゆ
め

タ
ウ
ン
で
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、

参
加
を
。

（
大
橋
通
信
員
）

毎
年
、
夏
に
な

る
と
増
加
す
る
熱

中
症
。
過
去
数
年

間
の
業
種
別
発
生

デ
ー
タ
を
見
て
も
、

建
設
業
は
圧
倒
的

に
多
く
、
全
体
の

約
４
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
熱
中
症

へ
の
認
識
不
足
な

ど
か
ら
発
症
に
気

付
く
の
が
遅
れ
、

症
状
が
悪
化
し
て

は
じ
め
て
病
院
へ

搬
送
さ
れ
る
例
も

多
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
熱
中
症

は
、
油
断
す
れ
ば

死
を
も
招
き
か
ね

ま
せ
ん
。

熱
中
症
の

予
防
は
、
水

分
（
水
や
お
茶
で
は
な
く
、

塩
分
を
含
ん
だ
も
の
。
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
等
）
を

と
る
。
定
期
的
に
涼
し
い

場
所
で
休
憩
を
と
る
な
ど

で
す
。
睡
眠
不
足
も
か
か

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

し
び
れ
、

気
分
が
悪
く

な
る
な
ど
症
状
が
で
た
ら

無
理
を
せ
ず
、
体
を
冷
や

す
な
ど
処
置
が
必
要
で
す
。

急
に
気
を
失
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
一
人
で
作
業
し

て
い
る
と
き
は
、
す
ぐ
に

助
け
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

現
場
で
仲
間
に
症
状
が
で

た
ら
、
す
ぐ
に
応
急
処
置

を
し
て
、
落
ち
着
い
た
よ

う
に
み
え
て
も
、
決
し
て

一
人
に
し
て
は
ダ
メ
で
す
。

症
状
が
回
復
し
た
と
思
っ

て
も
、
帰
宅
後
や
就
寝
中

に
倒
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
異
常
を
感
じ
た
ら
早

め
に
一
度
は
病
院
へ
。

○
汗
の
か
き
か
た
が
異
常

○
顔
色
が
悪
い

○
言
語
不
明
瞭
に
な
る

涼しい場所へ移動したら
濡れタオルで冷却する
（氷があれば尚良し）

↑【船津分会】船津公園で開催。「近所に多
くの職人さんがいることを知れて助かった」
と石垣や手摺、塗装、雨漏等４件の住宅相談。

↓【歴木Ａ分会】前原大工まえで開催。床
や瓦の修繕。外壁塗装の見積もり相談も。

↓【橘分会】吉野公
民館で開催。住宅リ
フォーム助成につい
ての相談。

↓【歴木Ｂ分会】パケット
学習塾まえで開催。壁のシ
ミに不安の相談で現地対応。

↑【甘木分会】サカグチ住建で開催。住宅の塗
装を含めたメンテナンスなどの相談。

↓【勝立分会】勝立公民館で
開催。公民館に会場を移して
来場者アップ。外壁や水回り
・畳・床など２件の相談。

↑【田隈分会】JA三池支所で開
催。雨戸・門柱の依頼、玄関、
塗替えや大工工事・ふすまにつ
いて等３件の相談。

↓【白光分会】明治第
一公園で開催。終了間
際まで包丁研ぎの依頼。

７月は労働安全週間です。組合で
も毎年労働安全学校を開催しています。今年も監督
署より講師を招き実施します。なお、参加者名簿を
安全学校受講者として監督署に提出します。

㊧湖東氏と㊨田村議員
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６

月

の

行

事

予

定

５
月
22
日
（
月
）
、
ア

ス
ベ
ス
ト
高
裁
の
第
７
回

期
日
を
迎
え
、
原
告
あ
わ

せ
て
17
名
で
、
裁
判
の
支

援
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

恒
例
の
大
牟
田
駅
前
で

世
論
喚
起
宣
伝
行
動
も
実

施
。
署
名
を
呼
び
か
け
る

中
、
若
い
方
か
ら
は
「
ア

ス
ベ
ス
ト
っ
て
な
ん
で
す

か
？
」
と
い
う
声
も
あ
り

ま
す
が
説
明
す
る
と
署
名

に
協
力
し
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
組
合
で
は
ア
ス

ベ
ス
ト
裁
判
支
援
の
物
販

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー

や
島
原
そ
う
め
ん
と
め
ん

つ
ゆ
に
加
え
て
、
今
回
新

た
に
タ
オ
ル
（
３
種
類
）

を
販
売
し
て
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
小
山
田
通
信
員
）

毎
月
の
収
支
計
算
を
実
際
に
会
計
ソ
フ

ト
に
入
力
し
な
が
ら
の
パ
ソ
コ
ン
会
計
教

室
で
す
。
６
月
は
22
日
（
木
）
午
後
１
時
か
ら
で
す
。

２
０
１
５
年
７

月
１
日
か
ら
労
働

安
全
衛
生
規
則
の

改
正
に
よ
り
、
足

場
の
組
立
や
解
体
、
変
更

に
従
事
す
る
者
全
員
に

『
特
別
教
育
』
を
お
こ
な

う
こ
と
が
義
務
づ
け
さ
れ

ま
し
た
。
既
従
事
者

は
今
年
６
月
末
ま
で

に
講
習
を
う
け
れ
ば
、

通
常
６
時
間
の
講
習

が
３
時
間
の
講
習
に

短
縮
で
き
ま
す
。
上

記
日
程
で
既
従
事
者

（
３
時
間
講
習
）
を

対
象
と
し
た
特
別
教

育
を
実
施
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
組
合

ま
で
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

●開催日程 ６月11日（日）

●講習時間 8時30分～12時00分

●会場 組合事務所３F

●受講料 組合員 3,800円

組合員外 4,800円

８
～
９
日

九
地
協
大
手
企
業
交
渉

福
岡
市
内

10
日
（
土
）
全
県
書
記
研
修
会
議

県
本
部
会
館

11
日
（
日
）
足
場
組
立
特
別
講
習
会

組
合
事
務
所

12
日
（
月
）
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
九
州
キ
ャ
ラ
バ
ン

15
日
（
木
）
年
金
支
給
日
宣
伝
行
動
大
牟
田
郵
便
局

16
日
（
金
）
映
画
「
母
」
上
映
会

大
牟
田
文
化
会
館

18
日
（
日
）
県
青
年
部
技
能
競
技
大
会

県
本
部
会
館

18
日
（
日
）
愛
好
会
コ
ン
ペ

中
九
州
Ｃ
Ｃ

19
日
（
月
）
総
が
か
り
宣
伝
行
動

大
牟
田
駅
前

22
日
（
木
）
支
部
パ
ソ
コ
ン
会
計

組
合
事
務
所

22
日
（
木
）
連
続
法
律
講
座
②

組
合
事
務
所

23
日
（
金
）
県
シ
ニ
ア
代
表
者
会
議

県
本
部
会
館

23
日
（
金
）
全
建
総
連
宣
伝
カ
ー

大
牟
田
駅
前

増
税
反
対
宣
伝

ゆ
め
タ
ウ
ン

24
日
（
土
）
社
保
協
宣
伝
行
動

ゆ
め
タ
ウ
ン

27
日
（
火
）
本
部
４
・
５
役
会
議

県
本
部
会
館

29
日
（
木
）
レ
セ
プ
ト
点
検
会

社
医
研

30
日
（
金
）
新
加
入
者
教
室

組
合
事
務
所

１
日
（
土
）
本
部
執
行
委
員
会

県
本
部
会
館

２
日
（
日
）
軍
艦
島
バ
ス
ハ
イ
ク

長
崎
軍
艦
島

３
日
（
月
）
支
部
執
行
委
員
会

組
合
事
務
所

５
日
（
水
）
連
続
法
律
講
座
③

組
合
事
務
所

７

月

の

行

事

予

定

５
月
７
日
（
日
）
、
山

登
り
組
と
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
組
に
分
か
れ
て
の

天
草
バ
ス
ツ
ア
ー
を
参
加

者
39
名
で
行
い
ま
し
た
。

山
登
り
組
が
登
っ
た
山

は
次
郎
丸
嶽
（
標
高
３
９

７
ｍ
）
と
太
郎
丸
嶽
（
標

高
２
８
１
ｍ
）
の
兄
弟
嶽

で
、
共
に
九
州
百
名
山
に

も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
兄

嶽
で
あ
る
太
郎
嶽
が
低
い

の
は
、
弟
嶽

で
あ
る
次
郎

嶽
に
松
島
の

キ
レ
イ
な
夕

陽
を
見
せ
て

あ
げ
る
た
め
、

移
動
し
た
と

き
頂
上
が
崩

れ
て
低
く
な
っ

た
と
い
う
言

い
伝
え
が
あ

る
そ
う
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ

の
参
加
者
の
感
想
。

山
登
り
組
か
ら
は
「
低
い

山
で
す
が
ロ
ー
プ
あ
り
岩

場
あ
り
の
素
敵
な
山
だ
っ

た
。
山
か
ら
は
３
６
０
度

の
大
パ
ロ
ラ
マ
、
残
念
な

が
ら
黄
砂
で
霞
ん
で
遠
く

ま
で
見
渡
せ
な
か
っ
た
け

ど
、
有
明
海
か
ら
不
知
火

海
が
見
え
抜
群
の
景
色
で

し
た
。
」

イ
ル
カ
組
に
夫
婦
で
参

加
の
木
原
さ
ん
（
歴
木
Ｂ
）

か
ら
は
「
以
前
長
崎
の
軍

艦
島
に
行
っ
た
時
は
台
風

の
影
響
で
波
が
荒
れ
て
上

陸
で
き
ず
、
船
も
す
ご
く

揺
れ
て
船
酔
い
し
て
海
は

も
う
い
い
か
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
の
天

草
は
内
海
で
波
も
穏
や
か

な
の
と
、
イ
ル
カ
を
見
た

い
と
い
う
気
持
ち
で
参
加

し
ま
し
た
。
午
前
中
は
イ

ル
カ
が
見
当
た
ら
な
い
と

い
う
情
報
が
あ
り
、
後
に

予
定
し
て
い
た
海
鮮
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
美
味
し
く
い

た
だ
き
、
午
後
か
ら
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
に
な
っ
た
け
ど
、

も
し
か
し
た
ら
見
れ
な
い

か
も
と
半
ば
諦
め
か
け
た

と
き
、
無
線
で
イ
ル
カ
が

現
れ
た
情
報
が
！
船
長
が

ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
向
か
っ

た
時
少
し
気
分
が
悪
く
な

り
そ
う
だ
っ
た
け
ど
、
た

く
さ
ん
の
イ
ル
カ
達
に
す

ご
く
癒
さ
れ
ま
し
た
。
係

り
の
方
の
イ
ル
カ
の
説
明

も
と
て
も
良
く
て
楽
し
い

バ
ス
ツ
ア
ー
で
し
た
。
」

と
、
山
組
、
海
組
そ
れ
ぞ

れ
大
満
足
の
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
。
（
宮
本
通
信
員
）



治
安
維
持
法
に
よ
り
逮

捕
さ
れ
官
憲
に
よ
っ
て
虐

殺
さ
れ
た
小
林
多
喜
二
の

母
の
物
語
で
す
。
軍
国
主

義
国
家
だ
っ
た
時
代
を
経

験
し
た
84
才
に
な
る
山
田

火
砂
子
監
督
が
戦
争
を
二

度
と
し
な
い
平
和
な
日
本

を
と
祈
り
作
っ
た
映
画
で

す
。
前
売
券
を
組
合
事
務

所
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
と
家
族
は
、
５
０

０
円
の
補
助
が
で
ま
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ど
う
ぞ
。

【
藤
本
憲
子

田
隈
】

６
月
４
日
、
私
が
趣
味

で
慣
て
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
の

発
表
会
が
大
牟
田
文
化
会

館
で
あ
る
の
で
、
今
は
一

生
懸
命
練
習
を
し
て
い
ま

す
。

【
古
澤
喜
美
子

歴
木
Ａ
】

７
つ
マ
チ
ガ
イ
の
大
フ
ァ

ン
で
す
。
頭
の
体
育
？
探

し
出
す
ま
で
必
至
で
す
。

７
つ
見
つ
か
る
と
ホ
ッ
ト

し
て
次
の
行
動
に
移
れ
ま

す
。中

山
の
満
開
の
大
藤
見

物
に
２
度
行
き
楽
し
ん
で

き
ま
し
た
。

【
黒
肥
地
征
子

荒
尾
】

こ
の
春
、
思
い
も
し
な

い
入
院
手
術
を
初
め
て
経

験
し
ま
し
た
。
自
覚
症
状

全
く
な
し
で
Ｍ

Ｒ
Ｉ
、
Ｃ
Ｔ
ス

キ
ャ
ン
で
見
つ

か
っ
て
早
め
に

処
置
し
た
方
が

良
い
と
言
わ
れ

て
切
除
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

経
過
良
好
で
ま

た
仕
事
に
も
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

【
浦

清
美

橘
】

少
し
ず
つ
暖
か
く
な
っ

て
き
た
ら
庭
の
草
が
ど
ん

ど
ん
伸
び
て
、
草
取
り
に

追
わ
れ
る
毎
日
で
す
。
い
っ

し
ょ
に
花
の
植
え
替
え
が

次
々
と
あ
り
、
花
が
開
く

の
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

楽
し
み
な
が
ら
ガ
ン
バ
ッ

テ
い
ま
す
。

２０１７年 ６月１日 あ し ば 第５３３号 （４）

【先月の答】①左手前・カメラを持つ人のバックのポケッ

ト ②同・お尻をついた水面の波紋 ③同・長靴 ④同・カ

メラのレンズの長さ ⑤中央・網かぞを持つ人の左袖 ⑥右

端の人の帽子 ⑦右から１人目と２人目の間の山の高さ

７
つ
の
ま
ち
が
い
答
え
と
近
況
を
募
集
。

抽
選
で
５
名
様
に
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

〒
８
３
６

０
０
４
４

大
牟
田
市
古
町
３
の
２

福
岡
県
建
設
労
働
組
合
大
牟
田
支
部

厚
生
労
働
省

国
民
健
康
保
険
課
長

殿

厚
生
労
働
省

大
臣
官
房
審
議
官
医
療
保
険
担
当

殿

千
代
田
区
霞
が
関
１
の
２
の
２

厚
生
労
働
省

保
険
局
長

殿

私
は
●
●
県
で
▲
▲
を
し
て
い
ま
す
。

建
設
国
保
は
、
い
の
ち
と
健
康
を
守

る
大
切
な
制
度
で
す
。

建
設
国
保
へ
の
補
助
金
は
、
現
行
水

準
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

（

住

所

）

（

氏

名

）

※●●に県名。▲▲には

職種（大工、左官、土木

工、塗装工、内装工、電

工など）を記入してくだ

さい。▲▲業はダメです。

こ
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

は
、
国
保
組
合
へ
の
予
算

獲
得
だ
け
で
な
く
、
全
建

総
連
で
要
求
し
て
い
る
建

設
産
業
で
働
く
私
た
ち
に

関
連
す
る
予
算
獲
得
の
大

き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
１
人
ひ
と
り
が

自
ら
書
い
た
文
字
や
心
か

ら
訴
え
る
文
面
と
数
が
、

担
当
官
の
心
を
揺
り
動
か

し
、
予
算
獲
得
の
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。
必
ず
ひ
と
り

３
枚
を
書
い
て
、
班
や
分

会
ま
で
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

※裏面は３枚とも同じで

すが、仕事や生活の厳し

い現状も書いてください。

※宛先の住所は、

３枚とも同じです

私
た
ち
全
員
が
加
入
し

て
い
る
福
建
労
た
す
け
あ

い
共
済
に
、
小
中
学
入
学

祝
い
金
が
あ
り
ま
す
。

組
合
員
さ
ん
の
お
子
さ

ん
が
、
小
学
校
か
中
学
校

に
入
学
さ
れ
た
と
き
申
請

に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

入
学
祝
い
金
の
申
請
期
限

は
６
月
末
ま
で
。
早
め
に

分
会
を
通
じ
て
申
請
さ
れ

ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

（
組
合
費
封
筒
裏
参
照
）

６
月
１
日
か
ら
切
手
の
金
額
が
52
円
か
ら
62
円

に
あ
が
り
ま
す
。
以
前
、
購
入
し
た
ハ
ガ
キ
を
使

用
の
場
合
は
62
円
に
な
る
よ
う
に
切
手
を
追
加
で

貼
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

●場所 大牟田文化会館
（小ホール）

●時間 ① 14:30～16:30
② 18:30～20:30

●組合員と家族は700円
（一般1,500円）

６
月
１
日
よ
り
組
合

事
務
所
に
て
、
し
ら
ぬ

ひ
合
同
法
律
事
務
所
主

催
の
法
律
講
座
が
３
回

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま

す
。
参
加
費
無
料
で
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
ど
の
日
程
も
午
後

６
時
30
分
か
ら
で
す
。


